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はじめに

三井住友カード
データ戦略部

世界中に未曾有の事態を引き起こしている新型コロナウイルスは、消費行動にも大きな変化をもた

らしています。第１弾のレポートでは、外出自粛要請や緊急事態宣言の影響により決済件数や決

済金額が減少する中、巣ごもり消費の顕在化、買い物の質の移り変わり、高年齢層のオンラインシ

フトの兆候などを見出すことができました。

第２弾となる今回のレポートでは、２月～６月１週目までの長期的なトレンドを振り返ったうえで

、日本史上初となった緊急事態宣言の発令および解除前後での消費影響について分析を行いまし

た。さらに、コロナ禍での消費欲求、販売チャネル比較や特筆すべき業種に焦点を当て、その変化に

着目しました。

三井住友カードでは、今後も様々な角度から新型コロナウイルスによる経済への影響を分析し、様

々な事業者の皆様及び社会に対して、世代、地域、業種などの各視点から見出せる顧客行動の

変化を示してまいります。
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【データ定義】 【分析対象業種】

本調査レポートにおけるデータ定義／前提

項目 内容

調査対象
三井住友カード会員の決済データ
※個人および利用が特定されないよう統計化処理を行っ

たデータを用いて分析を行っております。

業種区分 三井住友カードにて分類した50区分（右表参照）

地域区分 三井住友カード会員の居住都道府県をもとに作成

データ期間

【月間トレンド】
2019年１月～５月および６月第１週
2020年１月～５月および６月第１週

※2020年６月第１週：6/1～6/7
数値については速報値となります。
また、期間が短いため各種数値が極端な値となる
場合がございますので、ご留意ください。

その他
キャッシュレス決済の普及による増加影響が含まれる
ため、前年比較を行う際には１月の増減率を除算
する補正を行っております。

• レポートの作成にあたっては、個人情報保護法および関連法を順守し、三井住友カードにて適切な加工・統計化処理を
実施したデータにて分析をおこなっています。

• 三井住友カード会員の利用データのみを分析したものであるため、実数などに偏りがある可能性がございます。
• 資料上の考察は三井住友カード株式会社独自の想定見解であり、確定事項ではございません。
• 本レポートは、抽出時点のデータ／定義となりますので、次回以降内容に変更が生じる場合がございます。

【ご留意事項】

No 業種名
1 百貨店

2 ショッピングセンター

3 ディスカウントショップ

4 ホームセンター

5 ドラッグストア

6 スーパー

7 コンビニ

8 飲食小売り

9 衣服小売

10 衣服ブランド

11 スポーツブランド

12 紳士服

13 服飾小物

14 靴

15 メガネ

16 貴金属・宝飾品・時計

17 生活雑貨

18 家具・インテリア

19 家電量販店

20 スポーツ用品

21 書籍・ビデオ・CD・楽器

22 玩具・娯楽品

23 健康食品

24 ペット関連

25 ECモール・通販

No 業種名
26 自動車・バイク販売

27 飲食店・レストラン・カフェ

28 居酒屋

29 バー・ナイトクラブ

30 病院・医療品

31 美容室・理容室

32 美容品

33 エステ・美容整形

34 旅行代理店

35 ホテル・旅館

36 海外

37 鉄道

38 航空

39 タクシー

40 バス

41 レンタカー

42 ガソリンスタンド

43 客船・フェリー

44 映画・劇場

45 美術館・博物館

46 レジャー施設

47 娯楽施設

48 スポーツレジャー

49 通信サービス

50 生活サービス

※本調査においては「税金」「不動産賃料」等は対象外としております。
また、データ取得の関係から第１弾と異なり「高速道路」も対象外となります。
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2020年消費トレンド

本項では、第１弾に引き続き、2020年の消費トレンド推移を業種

別で把握し、コロナ禍の消費影響を可視化します。また、性別／年代

別の切り口から利用者属性による消費行動の変化を分析します。

さらに、今回は６月第一週を速報値として掲載いたしました。緊急事

態宣言解除後の復活の“兆し”をとらえていただけると幸いです。
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ホームセンター
ECモール・通販
家電量販店
家具・インテリア
玩具・娯楽品
美容品
健康食品
ペット関連
飲食小売り
スーパー
衣服小売
通信サービス
ディスカウントショップ
ドラッグストア
書籍・ビデオ・CD・楽器
自動車・バイク販売
メガネ
スポーツブランド
美容室・理容室
生活サービス
病院・医療品
コンビニ
スポーツ用品
靴
ガソリンスタンド
生活雑貨
エステ・美容整形
貴金属・宝飾品・時計
紳士服
飲食店・レストラン・カフェ
レンタカー
スポーツレジャー
服飾小物
娯楽施設
百貨店
海外
鉄道
客船・フェリー
ショッピングセンター
航空
タクシー
居酒屋
衣服ブランド
バー・ナイトクラブ
ホテル・旅館
美術館・博物館
バス
旅行代理店
レジャー施設
映画・劇場
合計
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◼ ２月時点では、一部業種への影響が見られるものの、全体の決済件数および金額は前年同月と同水準であった。
◼ しかしながら、３月から多くの業種にマイナス影響が出始め、４月が件数／金額ともに前年同月比マイナスの底となっている。
◼ ５月に入り、４月対比でやや回復はしているものの、前年同月比マイナスの影響は多くの業種で続いた。
◼ ６月第１週は、決済件数が前年同期間と同じ水準まで回復。50業種のうち４割超が件数／金額ともに前年同期間比プラスに転じた。

2020年消費トレンド

クレジットカード決済件数 前年同月比推移 クレジットカード決済金額 前年同月比推移

32業種

18業種

総件数

前年同月比

減

前年同月比

増

38業種 38業種 34業種

12業種 12業種 16業種

※キャッシュレス普及影響を排除するため、各業種ごとに１月の前年同月比の値で除算している
※「総件数」「総金額」は、本レポートの分析対象である50業種の合計値

28業種

22業種

41業種 40業種 35業種

9業種 10業種 15業種

29業種

21業種

29業種

21業種

総金額

前年同月比

増

前年同月比

減
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各業種への影響（順位）

業種別 前年同月比伸び率ランキング推移（増加業種）

※キャッシュレス普及影響を排除するため、各業種ごとに１月の前年同月比の値で除算している
※順位は、決済件数および決済金額の伸び率平均で算出

6月

第１週

◼ 「ホームセンター」は２月から５月にかけて常に前年同月比伸び率１位で推移。６月第１週では、他の業種が伸長したことにより順位は下がった。
◼ 「ＥＣモール・通販」は、３月時点でも上昇の兆しが見られたが、４～５月に入り、前年同月比伸び率２位と上昇している。

⇒緊急事態宣言により外出が強力に制限された影響から、ＥＣシフトが一段と進んだと思料される。
◼ 「スーパー」は３月をピークに順位が下がっている。 ⇒ 外出自粛や買いだめ行為の落ち着きが要因であると推察される。
◼ ６月に入り、「スポーツブランド」「靴」が順位を大きく伸ばした。また、巣篭もり中も根強かった「健康食品」「美容品」も一段上昇している。

スポーツブランド

健康食品

美容品

家具・インテリア

家電量販店

靴

飲食小売り

ホームセンター

ECモール・通販

玩具・娯楽品

ペット関連

スーパー

ホームセンター

スーパー

ECモール・通販
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各業種への影響（伸び率）

※キャッシュレス普及影響を排除するため、各業種ごとに１月の前年同月比の値で除算している
※順位は、決済件数および決済金額の伸び率平均で算出

業種別 前年同月比伸び率ランキング推移（増加業種）

◼ 「ＥＣモール・通販」は伸び率が２→３→４→５月と上昇している。６月に入り順位こそ落ちたものの伸び率は引き続き20％超となっている。
◼ ６月第１週は、３～５月とは毛色の違った業種がランクインした。また、伸び率自体も全体的に増加している。
✓ 「スポーツブランド」「靴」 ⇒ 外出自粛による運動不足の解消や外出のための衣類購入、ＧＷの需要が後ろ倒しになった可能性
✓ 「健康食品」 ⇒ 巣篭もり中も強かったが、外出に伴い“免疫強化”に対するニーズが一段と強まった可能性
✓ 「美容品」 ⇒ 巣篭もり中はスキンケア用品、６月はメイクアップ用品へとシフトしたと推察

順位 業種
伸び率

平均

前年同月比
(件数/金額)

業種
伸び率

平均

前年同月比
(件数/金額)

業種
伸び率

平均

前年同月比
(件数/金額)

業種
伸び率

平均

前年同月比
(件数/金額)

業種
伸び率

平均

前年同月比
(件数/金額)

1 ホームセンター 22.4%
件:22.8%

額:22.0%
1  ホームセンター 16.8%

件:19.0%

額:14.6%
1  ホームセンター 24.5%

件:27.9%

額:21.2%
1  ホームセンター 33.1%

件:34.6%

額:31.6%
1  スポーツブランド 74.1%

件:83.7%

額:64.5%

2 スポーツレジャー 22.0%
件:14.2%

額:29.8%
2  スーパー 14.6%

件:11.4%

額:17.7%
2  ECモール・通販 18.6%

件:20.8%

額:16.4%
2  ECモール・通販 29.7%

件:32.4%

額:27.1%
2  健康食品 73.5%

件:94.6%

額:52.5%

3 ドラッグストア 20.0%
件:22.6%

額:17.4%
3  ペット関連 12.0%

件:9.1%

額:15.0%
3  玩具・娯楽品 18.4%

件:16.8%

額:20.1%
3  家電量販店 27.9%

件:34.4%

額:21.4%
3  美容品 50.6%

件:56.9%

額:44.3%

4 ペット関連 13.4%
件:10.8%

額:16.0%
4  健康食品 7.8%

件:16.1%

額:▲0.5%
4  健康食品 17.8%

件:24.3%

額:11.3%
4  家具・インテリア 23.1%

件:30.8%

額:15.5%
4  家具・インテリア 43.4%

件:49.9%

額:36.9%

5 家具・インテリア 12.5%
件:13.9%

額:11.2%
5  ECモール・通販 6.7%

件:8.8%

額:4.7%
5  家電量販店 15.8%

件:27.8%

額:3.8%
5  玩具・娯楽品 20.5%

件:25.4%

額:15.7%
5  家電量販店 37.8%

件:37.0%

額:38.6%

6 衣服小売 11.5%
件:9.5%

額:13.6%
6  通信サービス 6.5%

件:7.2%

額:5.7%
6  スーパー 12.2%

件:4.9%

額:19.6%
6  美容品 20.4%

件:24.9%

額:15.9%
6  靴 37.4%

件:50.3%

額:24.5%

7 生活雑貨 10.9%
件:7.6%

額:14.3%
7  美容品 6.4%

件:7.3%

額:5.6%
7  ドラッグストア 7.4%

件:10.7%

額:4.0%
7  健康食品 19.1%

件:29.1%

額:9.0%
7  飲食小売り 26.4%

件:9.8%

額:43.0%

8 スーパー 10.5%
件:8.8%

額:12.2%
8  家具・インテリア 3.8%

件:8.2%

額:▲0.6%
8  ペット関連 6.7%

件:2.2%

額:11.2%
8  ペット関連 17.3%

件:11.2%

額:23.4%
8  ホームセンター 25.8%

件:24.0%

額:27.7%

9 ディスカウントショップ 9.0%
件:11.2%

額:6.9%
9  書籍・ビデオ・CD・楽器 3.5%

件:4.1%

額:3.0%
9  美容品 5.4%

件:7.9%

額:3.0%
9  飲食小売り 15.2%

件:▲9.1%

額:39.5%
9  ECモール・通販 23.2%

件:23.6%

額:22.8%

10 スポーツ用品 8.0%
件:9.6%

額:6.3%
10  ドラッグストア 3.4%

件:8.3%

額:▲1.4%
10  飲食小売り 4.8%

件:▲15.0%

額:24.6%
10  スーパー 11.9%

件:4.0%

額:19.7%
10  玩具・娯楽品 18.9%

件:17.5%

額:20.4%

11 ガソリンスタンド 7.2%
件:9.0%

額:5.3%
11  スポーツブランド ▲0.1%

件:▲0.4%

額:0.3%
11  通信サービス ▲2.2%

件:▲1.4%

額:▲3.0%
11  衣服小売 4.1%

件:1.8%

額:6.4%
11  ペット関連 15.8%

件:16.5%

額:15.0%

12 美容品 6.7%
件:7.7%

額:5.8%
12  家電量販店 ▲1.7%

件:5.1%

額:▲8.5%
12  ディスカウントショップ ▲2.3%

件:8.3%

額:▲12.9%
12  通信サービス 3.8%

件:4.7%

額:3.0%
12  書籍・ビデオ・CD・楽器 12.6%

件:5.5%

額:19.7%

13 自動車・バイク販売 6.4%
件:9.4%

額:3.4%
13  病院・医療品 ▲1.8%

件:▲1.8%

額:▲1.8%
13  書籍・ビデオ・CD・楽器 ▲3.2%

件:0.4%

額:▲6.8%
13  ディスカウントショップ 3.4%

件:12.0%

額:▲5.1%
13  スーパー 12.5%

件:7.1%

額:17.9%

14 貴金属・宝飾品・時計 6.2%
件:▲1.5%

額:13.9%
14  玩具・娯楽品 ▲2.1%

件:▲4.4%

額:0.2%
14  家具・インテリア ▲5.4%

件:2.2%

額:▲13.1%
14  ドラッグストア 2.9%

件:4.8%

額:0.9%
14  通信サービス 9.6%

件:22.1%

額:▲2.8%

15 ECモール・通販 6.0%
件:4.8%

額:7.1%
15  ディスカウントショップ ▲4.5%

件:3.8%

額:▲12.8%
15  自動車・バイク販売 ▲13.2%

件:▲12.0%

額:▲14.4%
15  書籍・ビデオ・CD・楽器 2.0%

件:3.6%

額:0.5%
15  衣服小売 9.6%

件:7.3%

額:11.8%

順位

５月 ６月第１週３月２月

順位 順位

４月

順位
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ショッピングセンター
鉄道
百貨店
ホテル・旅館
旅行代理店
映画・劇場
タクシー
航空
海外
居酒屋
バス
レジャー施設
飲食店・レストラン・カフェ
レンタカー
生活雑貨
スポーツレジャー
娯楽施設
衣服ブランド
服飾小物
美術館・博物館
紳士服
バー・ナイトクラブ
スポーツ用品
靴
貴金属・宝飾品・時計
エステ・美容整形
客船・フェリー
病院・医療品
通信サービス
スポーツブランド
ペット関連
美容室・理容室
ガソリンスタンド
メガネ
健康食品
美容品
自動車・バイク販売
ディスカウントショップ
コンビニ
生活サービス
家具・インテリア
飲食小売り
家電量販店
玩具・娯楽品
書籍・ビデオ・CD・楽器
衣服小売
ドラッグストア
ホームセンター
スーパー
ECモール・通販

7

利用者属性による消費トレンドの変化

増加
業種

減少
業種

2020年２月＝100 とした場合 各月の決済件数合計=100 とした場合

男 性 女 性

男女別クレジットカードお買い物シェア（決済件数シェア）推移

※６月は期間が短いため指数推移なし

男 性 女 性

ショッピング
センター

百貨店

ＥＣモール・通販

コンビニ

スーパー

ショッピング
センター

百貨店

ＥＣモール・通販

コンビニ

スーパー

◼ ２月を基準とすると、男女ともに３～４月にかけて決済件数は減少し５月に反発している。また、女性のほうが減少幅が大きい。
⇒女性の減少幅が男性より大きいのは、元々の利用割合が高い「百貨店」「ショッピングセンター」の減少影響が大きい。

◼ 「スーパー」「コンビニ」は全体消費が減少する中でも安定して推移している。
◼ 「ＥＣモール・通販」は、全体が減少する中、男女とも２月→５月で1.4倍以上増加しており、それに応じてシェアも高まっている。

１⇒５月
決済件数

シェア増減順
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ショッピングセンター
鉄道
百貨店
ホテル・旅館
旅行代理店
映画・劇場
タクシー
航空
海外
居酒屋
バス
レジャー施設
飲食店・レストラン・カフェ
レンタカー
生活雑貨
スポーツレジャー
娯楽施設
衣服ブランド
服飾小物
美術館・博物館
紳士服
バー・ナイトクラブ
スポーツ用品
靴
貴金属・宝飾品・時計
エステ・美容整形
客船・フェリー
病院・医療品
通信サービス
スポーツブランド
ペット関連
美容室・理容室
ガソリンスタンド
メガネ
健康食品
美容品
自動車・バイク販売
ディスカウントショップ
コンビニ
生活サービス
家具・インテリア
飲食小売り
家電量販店
玩具・娯楽品
書籍・ビデオ・CD・楽器
衣服小売
ドラッグストア
ホームセンター
スーパー
ECモール・通販

8

利用者属性による消費トレンドの変化

世代別クレジットカードお買い物シェア（決済件数シェア）推移

増加
業種

減少
業種

2020年２月＝100 とした場合 各月の決済件数合計=100 とした場合

ＥＣモール・通販

20代
以下

30代 40代 50代 60代 70代
以上

20代
以下

30代 40代 50代 60代 70代
以上

スーパー

コンビニ

海外

鉄道

通信
サービス

百貨店

ＥＣモール・通販

スーパー

コンビニ

海外

ショッピングセンター

鉄道

通信サービス

百貨店

ショッピングセンター

◼ いずれの世代においても、３～４月にかけて決済件数は減少し、５月に反発している。４月の減少幅は若年層が最も大きい。
◼ 「ＥＣモール・通販」は、いずれの世代においても増加。各世代とも２→５月で1.3～1.4倍となっている。

※６月は期間が短いため指数推移なし

１⇒５月
決済件数

シェア増減順



緊急事態宣言下における消費行動分析

日本史上初めてとなった「緊急事態宣言」は、外出自粛や休業要請

など、私たちの社会や日常に大きな影響をもたらしました。

本項では、宣言の前後を含めた日次のトレンドのほか、「直前期」「初

期」「STAY HOME週間」「解除期」に区分けした詳細分析により、「緊

急事態宣言」が消費行動に与えた影響を可視化します。
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10

◼ 2019年と2020年の緊急事態宣言前後を比較すると、4/7の発令タイミングでの落ち込み傾向が見られる。（特に金額で顕著）
◼ 昨年は3月末～4月頭およびＧＷに利用のピークが見られたが、今年は昨年ほどのピークは見られない。
◼ 緊急事態宣言発令以降、下げ止まって推移していたが、5月に入り僅かに回復、5/25の宣言解除後より顕著な回復が見られた。
◼ 全般的に、決済件数に比べて決済金額の変動傾向が大きく、単価の高い業種へのマイナス影響があらわれている。

経年比較 日別消費推移（３月末～６月上旬）

5/4
期限延長の発表 5/14

39県解除

5/21
関西3府県解除

4/7
緊急事態宣言 5/25

宣言解除

※月末や月初、五十日は月額サービスの請求などにより元々決済件数や金額が高い傾向にある
※日次トレンドを把握しやすくするため、特定日付での請求インパクトが大きい「通信・サービス」を対象外とした

クレジットカード決済件数・金額の推移（3/22～6/7）

2
0

2
0

年
2

0
1

9
年

4/7
緊急事態宣言

5/4
期限延長の発表

5/14
39県解除

5/21
関西3府県解除

5/25
宣言解除



Copyright © 2020 Sumitomo Mitsui Card Co., Ltd. All Rights Reserved.

ECのみ

25 30 1 5 10 15 20 25 1 5 10 15 20 25 30 1 5

3月 4月 5月 6月

決済金額

7日間移動平均（金額）

25 30 1 5 10 15 20 25 1 5 10 15 20 25 30 1 5

3月 4月 5月 6月

決済件数

7日間移動平均（件数）

ＥＣ以外

25 30 1 5 10 15 20 25 1 5 10 15 20 25 30 1 5

3月 4月 5月 6月

決済金額

7日間移動平均（金額）

25 30 1 5 10 15 20 25 1 5 10 15 20 25 30 1 5

3月 4月 5月 6月

決済件数

7日間移動平均（件数）

11

◼ コロナ禍における日次トレンドを「ＥＣモール・通販」と「それ以外」で比較すると、 「ＥＣモール・通販」は緊急事態宣言以前から上昇トレンドであり、
発令後もそのトレンドは続いている。5/14の先行解除を機に落ち着きを見せ、5/25の宣言解除後からは横ばいをキープしている。

◼ 「ＥＣモール・通販」以外では、前頁の全業種でのトレンド以上に発令タイミングでの落ち込み傾向、5/21以降の回復傾向が顕著にあらわれている。

ＥＣリアル比較 日別消費推移（３月末～６月上旬）

4/7
緊急事態宣言

5/4
期限延長の発表

5/14
39県解除

5/21
関西3府県解除

5/25
宣言解除

「
Ｅ
Ｃ
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ー
ル
・
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販
」

「
Ｅ
Ｃ
モ
ー
ル
・
通
販
」

以
外

※月末や月初、五十日は月額サービスの請求などにより元々決済件数や金額が高い傾向にある
※日次トレンドを把握しやすくするため、特定日付での請求インパクトが大きい「通信・サービス」を対象外とした

2020年

【業種別】クレジットカード決済件数・金額の推移（3/22～6/7）

5/4
期限延長の発表 5/14

39県解除

5/21
関西3府県解除

4/7
緊急事態宣言 5/25

宣言解除
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◼ 「ＥＣモール・通販以外」を、さらに３地域に分割したところ、（特に決済金額において）まず最初（5/14）に解除された「その他地域」が回復の
兆しを見せ始め、続いて21日の近畿３府県、25日の関東４都県と、緊急事態宣言の解除に連動した動きが見られた。

※「関東４都県」：東京都、埼玉県、千葉県、神奈川県 「近畿３府県」：大阪府、京都府、兵庫県

地域別 日別消費推移（３月末～６月上旬）

【ＥＣ以外×地域別】クレジットカード決済件数・金額の推移（3/22～6/7）
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4/7
緊急事態宣言

5/4
期限延長の発表

5/14
39県解除

2020年

※月末や月初、五十日は月額サービスの請求などにより元々決済件数や金額が高い傾向にある
※日次トレンドを把握しやすくするため、特定日付での請求インパクトが大きい「通信・サービス」を対象外とした

5/21
関西3府県解除

5/25
宣言解除

4/7
緊急事態宣言

5/4
期限延長の発表 5/14

39県解除

5/21
関西3府県解除

5/25
宣言解除
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【業種pick up】日別消費推移（３月末～６月上旬）

【業種pick up】クレジットカード決済件数・金額の推移（3/22～6/7）

(複数
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2020年

※月末や月初、五十日は月額サービスの請求などにより元々決済件数や金額が高い傾向にある
※日次トレンドを把握しやすくするため、特定日付での請求インパクトが大きい「通信・サービス」を対象外とした

◼ 「ホームセンター」：月次ベースでは２月から前年同月比プラスで推移していたが、緊急自治体宣言中も安定して推移。ＧＷや土日祝に消費増。
◼ 「スーパー」「コンビニ」：安定的に推移しており、日常消費の底堅さが表れている。
◼ 「家電量販店」：５月中下旬以降（宣言解除期）の土日祝について、決済件数に対して決済金額の伸びが大きい。

⇒ 単価が高い商品にシフトし始めた可能性がある。

5/4
期限延長の発表

5/14
39県解除

5/21
関西3府県解除

5/25
宣言解除

4/7
緊急事態宣言
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緊急事態宣言
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期限延長の発表 5/14

39県解除
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関西3府県解除

5/25
宣言解除
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各業種とも、３月末頃から企業の営業自粛や消費者の外出自粛の影響が出ている。また、いずれも宣言解除を機に回復の兆しを見せている。
◼ 「百貨店」「ショッピングセンター」：宣言解除以降の回復ペースが速く、自粛の反動や“リアルでの買い物”への回帰がうかがえる。
◼ 「居酒屋」：復活の兆しはあるものの、百貨店やＳＣと比べるとやや緩やか。 ⇒ 飛沫感染のリスクなどにより、まだ警戒が続いていると思料。
◼ 「ホテル・旅館」「旅行代理店」：回復ペースは緩やか。復活に向けて、長距離移動に頼らない近隣住民をターゲットとした観光の形に期待したい。

【業種pick up】日別消費推移（３月末～６月上旬）

【業種pick up】クレジットカード決済件数・金額の推移（3/22～6/7）

4/7
緊急事態宣言

5/4
期限延長の発表

5/14
39県解除
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2020年

※月末や月初、五十日は月額サービスの請求などにより元々決済件数や金額が高い傾向にある
※日次トレンドを把握しやすくするため、特定日付での請求インパクトが大きい「通信・サービス」を対象外とした

5/21
関西3府県解除

5/25
宣言解除

4/7
緊急事態宣言

5/4
期限延長の発表 5/14

39県解除

5/21
関西3府県解除

5/25
宣言解除
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◼ 直前期の時点から既に影響は出ており、多くの業種が決済件数／金額ともに前年同期間比マイナス（左下の象限）の状態。
◼ 緊急事態宣言により、直前期で微減・半減ゾーンに位置していた業種が左下へシフト。一方で、増加業種は変動が小さく、二極化傾向が見られる。
◼ STAY HOME週間は、宣言初期と似た分布。「ＥＣモール・通販」や「飲食小売り（宅配、デリバリー、お持ち帰り）」の巣篭もり業種が突出。
◼ 宣言が解除され、決済件数／金額ともに前年同期間比プラスの業種が18業種と大幅に増加した。

緊急事態宣言下の業種別推移

※各期間は、曜日影響を排除するためそれぞれ14日間で設定した。
※キャッシュレス普及影響を排除するため、各業種ごとに１月の前年同月比の値で除算している

緊急事態宣言中の各フェーズ推移（前年同期間比）

決
済
金
額
（
前
年
同
期
間
比
）

決済件数（前年同期間比）

0業種

1業種

7業種2業種

3業種

6業種3業種

3業種

8業種1業種

3業種

18業種

31業種38業種38業種 38業種

飲食小売り

ＥＣモール・通販

緊急事態宣言 直前期
(3/24~4/6）

緊急事態宣言 初期
(4/7~4/21）

STAY HOME週間
(4/25~5/8）

宣言解除期
(5/25~6/7）
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件↓　金↑ 件↑　金↑

飲食小売り ホームセンター

スーパー

玩具・娯楽品

ドラッグストア

ペット関連

ECモール・通販

健康食品

書籍・ビデオ・CD・楽器

旅行代理店 家電量販店

レジャー施設 ディスカウントショップ

映画・劇場 家具・インテリア

バス

衣服ブランド

美術館・博物館

航空

客船・フェリー

海外

居酒屋

　　その他　28業種

件↓　金↓ 件↑　金↓

決

済

金

額

（

前

年

同

期

間

比

）

決済件数（前年同期間比）

件↓　金↑ 件↑　金↑

ペット関連 通信サービス

スーパー 健康食品

飲食小売り ECモール・通販

玩具・娯楽品

ホームセンター

美容品

旅行代理店 家電量販店

客船・フェリー ドラッグストア

航空 ディスカウントショップ

レジャー施設

映画・劇場

バス

衣服ブランド

バー・ナイトクラブ

居酒屋

美術館・博物館

　　その他　28業種

件↓　金↓ 件↑　金↓

決

済

金

額

（

前

年

同

期

間

比

）

決済件数（前年同期間比）

件↓　金↑ 件↑　金↑

飲食小売り ECモール・通販

ペット関連 健康食品

ホームセンター

玩具・娯楽品

スーパー

ドラッグストア

美容品

映画・劇場 家電量販店

レジャー施設 書籍・ビデオ・CD・楽器

旅行代理店 ディスカウントショップ

バス

衣服ブランド

美術館・博物館

航空

客船・フェリー

バー・ナイトクラブ

ショッピングセンター

　　その他　28業種

件↓　金↓ 件↑　金↓

決

済

金

額

（

前

年

同

期

間

比

）

決済件数（前年同期間比）

件↓　金↑ 件↑　金↑

スポーツブランド

健康食品

家具・インテリア

家電量販店

ホームセンター

美容品

靴

飲食小売り

ECモール・通販

ペット関連

　　その他　８業種

映画・劇場 スポーツ用品

レジャー施設

旅行代理店

バス

ホテル・旅館

バー・ナイトクラブ

タクシー

美術館・博物館

海外

居酒屋

　　その他　21業種

件↓　金↓ 件↑　金↓

決

済

金

額

（

前

年

同

期

間

比

）

決済件数（前年同期間比）
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緊急事態宣言下の業種別推移

※各期間は、曜日影響を排除するためそれぞれ14日間で設定した。
※キャッシュレス普及影響を排除するため、各業種ごとに１月の前年同月比の値で除算している

緊急事態宣言中の各フェーズ推移（前年同期間比）各グループの主要業種

緊急事態宣言 直前期
(3/24~4/6）

緊急事態宣言 初期
(4/7~4/21）

STAY HOME週間
(4/25~5/8）

宣言解除期
(5/25~6/7）

18業種

0業種

1業種

31業種

7業種

2業種

3業種

38業種

6業種

3業種

3業種

38業種

8業種

1業種

3業種

38業種

◼ 「家電量販店」は、直前期～初期～STAY HOME週間と「件↑/金↓」の単価減業種にプロットされていたが、解除期は「件↑/金↑」へプロット
⇒自粛期間は在宅勤務時のＰＣ周辺機器といった白物家電等と比べ比較的低単価な消費が増加していたが、宣言解除により店頭での高単価

商品ニーズの復活や、夏季の巣篭もりに備えたエアコン購入など、同じ業種であっても消費者行動の変化が想定される。
◼ 「飲食小売り」は、直前期～初期～ STAY HOME週間と「件↓/金↑」の単価増業種にプロットされていたが、解除期は「件↑/金↑」へプロット

⇒相対的に高単価なデリバリー(送料分)や、宅配(スーパー代替)利用が増加した一方、お持ち帰り店が施設閉鎖により減少していた結果と思料。
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緊急事態宣言下の業種ランキング推移

※各期間は、曜日影響を排除するためそれぞれ14日間で設定した。
※キャッシュレス普及影響を排除するため、各業種ごとに１月の前年同月比の値で除算している

業種別 前年同期間比伸び率ランキング推移（増加業種）

◼ 「ECモール・通販」「ホームセンター」「健康食品」は宣言中も解除後も強い。直前期～宣言中は、順位の変動こそあれ、業種は概ね固定化している。
◼ 解除期に入り、業種の順位や伸び率に変化があらわれている。（「スポーツブランド」「靴」「健康食品」「美容品」 内容はp5,6で触れたとおり）
◼ 〃 「家具・インテリア」「家電量販店」が順位、伸び率ともに伸長している。

⇒先述した家電量販店でのニーズシフトや、３～４月に本来あった新生活ニーズ、在宅が多くなり家の環境を整えたい（模様替え）ニーズ（ECで
は解決できないような家具など）が、外出自粛の解除により表出した可能性が考えられる。

順位 業種
伸び率

平均

前年同月比

(件数/金額)
業種

伸び率

平均

前年同月比

(件数/金額)
業種

伸び率

平均

前年同月比

(件数/金額)
業種

伸び率

平均

前年同月比

(件数/金額)

1 ホームセンター 23.3%
件:24.8%

額:21.8%
1  通信サービス 23.9%

件:38.5%

額:9.4%
1  ECモール・通販 34.7%

件:32.8%

額:36.6%
1  スポーツブランド 59.1%

件:72.0%

額:46.2%

2 スーパー 22.2%
件:14.1%

額:30.4%
2  健康食品 22.4%

件:30.3%

額:14.5%
2  健康食品 21.6%

件:30.6%

額:12.7%
2  健康食品 46.5%

件:66.8%

額:26.2%

3 玩具・娯楽品 18.1%
件:12.4%

額:23.7%
3  ECモール・通販 21.2%

件:23.3%

額:19.0%
3  ホームセンター 21.1%

件:24.9%

額:17.4%
3  家具・インテリア 42.1%

件:44.8%

額:39.3%

4 ドラッグストア 16.5%
件:18.9%

額:14.1%
4  玩具・娯楽品 21.0%

件:18.4%

額:23.5%
4  飲食小売り 19.2%

件:▲6.3%

額:44.7%
4  家電量販店 32.1%

件:36.3%

額:27.9%

5 ペット関連 15.6%
件:11.1%

額:20.2%
5  ホームセンター 15.4%

件:18.8%

額:12.0%
5  玩具・娯楽品 16.3%

件:21.8%

額:10.9%
5  ホームセンター 28.7%

件:28.0%

額:29.5%

6 ECモール・通販 9.7%
件:12.4%

額:7.1%
6  家電量販店 9.0%

件:21.9%

額:▲3.9%
6  スーパー 12.5%

件:6.9%

額:18.1%
6  美容品 28.5%

件:34.9%

額:22.2%

7 飲食小売り 7.3%
件:▲5.8%

額:20.5%
7  美容品 7.5%

件:10.0%

額:5.0%
7  家電量販店 12.0%

件:24.7%

額:▲0.7%
7  靴 27.3%

件:39.8%

額:14.7%

8 健康食品 7.2%
件:10.6%

額:3.8%
8  ペット関連 4.8%

件:▲1.9%

額:11.6%
8  ドラッグストア 8.7%

件:12.3%

額:5.0%
8  飲食小売り 25.4%

件:1.4%

額:49.4%

9 家電量販店 5.6%
件:14.8%

額:▲3.5%
9  スーパー 4.7%

件:▲0.9%

額:10.2%
9  美容品 5.4%

件:8.9%

額:1.8%
9  ECモール・通販 24.7%

件:26.5%

額:22.8%

10 ディスカウントショップ 2.7%
件:12.9%

額:▲7.4%
10  飲食小売り 3.6%

件:▲16.3%

額:23.5%
10  ペット関連 0.8%

件:▲3.3%

額:5.0%
10  ペット関連 15.5%

件:14.6%

額:16.3%

11 書籍・ビデオ・CD・楽器 2.2%
件:1.7%

額:2.8%
11  ドラッグストア 1.2%

件:4.5%

額:▲2.1%
11  書籍・ビデオ・CD・楽器 ▲3.0%

件:0.1%

額:▲6.0%
11  衣服小売 13.0%

件:10.8%

額:15.2%

12 家具・インテリア ▲1.7%
件:2.6%

額:▲6.1%
12  生活サービス ▲8.4%

件:▲11.5%

額:▲5.3%
12  ディスカウントショップ ▲8.8%

件:5.0%

額:▲22.7%
12  書籍・ビデオ・CD・楽器 12.3%

件:6.0%

額:18.7%

13 自動車・バイク販売 ▲3.9%
件:▲0.7%

額:▲7.0%
13  書籍・ビデオ・CD・楽器 ▲8.6%

件:▲1.9%

額:▲15.4%
13  病院・医療品 ▲10.8%

件:▲5.7%

額:▲15.9%
13  スーパー 10.2%

件:4.3%

額:16.1%

14 美容品 ▲4.2%
件:▲4.5%

額:▲4.0%
14  ディスカウントショップ ▲9.0%

件:2.0%

額:▲19.9%
14  自動車・バイク販売 ▲11.9%

件:▲12.1%

額:▲11.8%
14  玩具・娯楽品 9.5%

件:14.7%

額:4.3%

15 病院・医療品 ▲4.6%
件:▲3.6%

額:▲5.7%
15  メガネ ▲12.6%

件:▲4.8%

額:▲20.3%
15  家具・インテリア ▲12.1%

件:▲0.4%

額:▲23.8%
15  自動車・バイク販売 6.9%

件:9.4%

額:4.4%

順位 順位 順位

緊急事態宣言　直前期 緊急事態宣言　初期 STAY HOME週間 宣言解除期



＜個別テーマ分析＞
“消費欲求“の変化

コロナ禍においては、多くの業種にマイナス影響があった一方で、生活

必需品やテレワーク需要、巣篭もり消費など、プラス影響があった業種

があることも事実です。これらは、外出自粛や店舗休業の影響だけでは

なく、消費者心理の影響もあるのではないでしょうか。

そこで、本項では、消費を業種単位の考えではなく、消費に対する“欲

求”を軸に、各業種を７つに区分のうえ、分析を行いました。

衣 食 住 生活・健康美容 旅・移動 遊・学 EC

百貨店 スーパー ホームセンター ディスカウントショップ 自動車・バイク販売 スポーツ用品 ECモール・通販

ショッピングセンター コンビニ 家具・インテリア ドラッグストア 旅行代理店 書籍・ビデオ・CD・楽器

衣服小売 飲食小売り 家電量販店 生活雑貨 ホテル・旅館 玩具・娯楽品

衣服ブランド 飲食店・レストラン・カフェ 健康食品 海外 ペット関連

スポーツブランド 居酒屋 病院・医療品 鉄道 映画・劇場

紳士服 バー・ナイトクラブ 美容室・理容室 航空 美術館・博物館

服飾小物 美容品 タクシー レジャー施設

靴 エステ・美容整形 バス 娯楽施設

メガネ 通信サービス レンタカー スポーツレジャー

貴金属・宝飾品・時計 生活サービス ガソリンスタンド

客船・フェリー
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消費欲求の変化

分析に用いた50業種を消費欲求の観点から７区分に分類（「衣」「食」「住」「生活・健康美容」「旅・移動」「遊・学」＋「ＥＣ」）

◼ 2019年と2020年を比べると、「旅・移動」への支出が２月時点と比べて大幅に減少した。
◼ 衣食住では、「衣」への支出が減少する一方で、「食」「住」は比較的安定的に推移している。
◼ 一方で、在宅でも消費欲求を満たせる「ＥＣ」は伸長する結果となった。

クレジットカード決済金額の推移（２月～６月第１週）各年２月＝100

※６月は期間が短いため指数推移なし
※キャッシュレス普及影響を考慮した上でトレンドを把握するため、２月を各年の基準（100）とし、月次推移を算出した

2019年 2020年
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20

消費欲求の変化

13% 15% 14% 14% 14% 12% 13%
6% 8%

15%

11% 10% 10% 11% 11% 13% 14%

16% 15%

14%
5% 6% 5% 5% 5% 5%

7%
8% 9%

9%
16% 15% 15% 13% 11%

16%
18%

21% 18%
13%

34% 33% 34% 34% 34%
27% 19%

10% 11%
14%

4% 4% 5% 5% 5% 4%
4%

4% 3%
4%

18% 18% 18% 19% 20% 22%
26%

36% 36% 32%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%
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90%

100%

2月 3月 4月 5月 6月１週 2月 3月 4月 5月 6月１週

EC

遊・学

旅・移動

生活・健康美容

住

食

衣

クレジットカード決済金額シェアの推移（２月～６月第１週）

分析に用いた50業種を消費欲求の観点から７区分に分類（「衣」「食」「住」「生活・健康美容」「旅・移動」「遊・学」＋「ＥＣ」）

◼ 2019年は、２月⇒６月１週にかけて、支出割合の変化はほとんど見られない。
◼ 2020年については、前頁のとおり支出全体が落ちる一方で、増加もしくは維持されていた「食」「住」「ＥＣ」に対する支出割合が高くなっている。
◼ ６月第１週に入り、「衣」の支出割合が大きく増加しており、自粛・欲求の反動がうかがえる。

2019年 2020年
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分析に用いた50業種を消費欲求の観点から７区分に分類（「衣」「食」「住」「生活・健康美容」「旅・移動」「遊・学」＋「ＥＣ」）

◼ 男女とも「旅・移動」「衣」の支出割合が下がる。割合増加は男女とも「ＥＣ」「生活・健康美容」だが、女性は「食」へのシフトが見られる。
⇒在宅の増加に伴い、家族世帯において食材の消費量が増加したことが要因と考えられる。

◼ 年代別では、従来からの割合による差分はあるが、割合変化の傾向は各世代で共通している。
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利用者属性による消費欲求の変化

クレジットカード決済金額の推移（２月～６月第１週）消費構成比

男 性 女 性 20代以下 30代 40代 50代 60代 70代以上



＜個別テーマ分析＞
オンラインへのチャネルシフト

第１弾を含め、本レポートでは「ＥＣモール・通販」の伸長について何

度か触れてきました。「緊急事態宣言」により、消費者に対しては外出

の自粛要請、事業者や店舗に対しては休業要請と、リアル店舗での買

い物は一部業種を除き大きく制限される形となりました。こういった状況

下での「ＥＣモール・通販」の伸長は当然といえるでしょう。

では、リアル店舗とオンラインチャネルを併設している場合、その構成割

合はどういった動きを見せるのでしょうか。本項では、各業種のリアル店

舗とオンラインチャネルの併設に焦点をあて、消費者のオンラインシフトを

分析します。
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アパレル スーパー 家電量販店 ホームセンター 家具・雑貨

2020年 リアル店舗／オンラインチャネル 月別推移（１月＝100）
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※キャッシュレス普及影響を排除するため、前年同月比は１月の前年同月比の値で除算している

オンラインへのチャネルシフト

◼ 今回分析した５つの業種全てで、前年同月比でオンラインチャネルは伸長した。一方、リアル店舗は業種および月によって差がある。
◼ 「衣服小売り」は、オンラインチャネルは前年同月比で増加しているものの、リアル店舗の減少幅が大きく、全体では前年同月比マイナスで推移した。

「家電量販店」は、リアル店舗が横ばいであるのに対して、オンラインチャネルが大幅に伸長し、全体は前年同月比プラスで推移した。
「家具・雑貨」は、オンラインチャネルが大幅に伸長しているものの、リアル店舗の減少により全体では微増減で推移した。

◼ 「スーパー」「ホームセンター」は両チャネルとも前年同月比で増加、リアル店舗の占める割合が高いことから全体はリアル店舗とほぼ同一の動きとなった。

チャネル別 クレジットカード決済件数の推移（１月～５月）
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2020年 リアル店舗／オンラインチャネル 前年同月比推移

家電量販店 ホームセンタースーパー衣服小売り 家具・雑貨

リアル店舗 オンラインチャネル

リアル店舗 オンラインチャネル全体

※全体に占める「リアル店舗」の
割合が高いため、グラフ上は重複

※全体に占める「リアル店舗」の
割合が高いため、グラフ上は重複
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オンラインへのチャネルシフト

◼ 「家電量販店」「衣服小売り」は従来からオンラインチャネルが一定の割合を占めており、コロナ禍において一段とオンラインチャネルが拡大した。
⇒「家電量販店」については、外出自粛に加え、購入対象が高単価な白物家電ではなく、比較的単価の低い「在宅のためのＰＣ周辺機器」等に

なった（現物が無くても買いやすい）ことも一因と考えられる。
◼ 「家具・雑貨」は、オンラインチャネル割合は小さかったが、期間中でオンラインチャネル割合は大きく伸長し、オンラインシフトが発生している。
◼ 「スーパー」「ホームセンター」は従来のオンラインチャネル割合も低く、リアル店舗も伸長したことから、構成の変化は殆ど見られなかった。

従来のオンラインチャネル割合 × オンラインシフト度合 クレジットカード決済件数

オンラインシフト度合（※）

従来から
オンライン
チャネルの
割合が高い

従
来
の
オ
ン
ラ
イ
ン
チ
ャ
ネ
ル
割
合
（※

）

(※) 2020年１月と同 4-5月の
オンラインチャネル割合の差

（pt）

コロナ禍での
オンラインシフトが進行

(※)2020年１月の
オンラインチャネル割合

2020年 2020年

1月 4-5月

衣服小売り 20.4% 39.4% 19.0pt

家電量販店 37.7% 53.2% 15.4pt

家具・雑貨 7.5% 23.6% 16.1pt

スーパー 3.3% 3.0% ▲0.2pt

ホームセンター 0.8% 0.9% 0.0pt

業界

オンラインチャネル割合
コロナ影響

オンラインシフト度合

横軸縦軸
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利用者属性によるオンラインへのチャネルシフト

◼ 性別で見ると、女性のほうがオンラインシフトの度合いが高く、「衣服小売り」「家電量販店」「ホームセンター」すべてで20pt近い伸び。
⇒「衣服小売り」は１月時点でのオンラインチャネル割合も女性の方が高く、元々オンライン購入に馴染みがあったといえる。
⇒「家具・雑貨」については、大型家具のオンラインのみでの購入は考えにくいため、女性が伸びたのは小物類に対する興味が高いことが要因と思料。

◼ 年代別で見ると、いずれの世代においてもオンラインシフトが発生している。シフト度合いは30代が最も高く、高齢になるほど低くなる傾向。
◼ 70代以上は、他世代と比べ「衣服小売り」のシフト度合が小さく、結果として「家電量販店」のシフト度合が最も高くなった。

2020年 2020年

1月 4-5月

衣服小売り 20.4% 39.4% 19.0pt

家電量販店 37.7% 53.2% 15.4pt

家具・雑貨 7.5% 23.6% 16.1pt

スーパー 3.3% 3.0% ▲0.2pt

ホームセンター 0.8% 0.9% 0.0pt

男性 衣服小売り 16.9% 32.8% 15.9pt

男性 家電量販店 37.6% 51.6% 14.0pt

男性 家具・雑貨 6.6% 19.0% 12.3pt

男性 スーパー 2.0% 1.9% ▲0.1pt

男性 ホームセンター 0.6% 0.6% ▲0.0pt

女性 衣服小売り 23.5% 44.1% 20.7pt

女性 家電量販店 38.1% 56.9% 18.8pt

女性 家具・雑貨 8.3% 28.0% 19.8pt

女性 スーパー 4.6% 4.3% ▲0.2pt

女性 ホームセンター 1.2% 1.4% 0.2pt

性別
コロナ影響

オンラインシフト度合
業種

オンラインチャネル割合

2020年 2020年

1月 4-5月
２０代以下 衣服小売り 14.5% 33.3% 18.8pt

２０代以下 家電量販店 27.4% 44.1% 16.7pt

２０代以下 家具・雑貨 8.9% 24.5% 15.7pt

２０代以下 スーパー 1.4% 1.2% ▲0.2pt
２０代以下 ホームセンター 1.0% 1.2% 0.2pt

３０代 衣服小売り 23.1% 43.6% 20.5pt
３０代 家電量販店 40.9% 57.5% 16.5pt
３０代 家具・雑貨 8.7% 26.6% 17.9pt
３０代 スーパー 4.8% 4.1% ▲0.7pt
３０代 ホームセンター 1.1% 1.1% ▲0.0pt
４０代 衣服小売り 24.9% 43.8% 18.9pt
４０代 家電量販店 44.7% 58.5% 13.8pt
４０代 家具・雑貨 7.7% 24.8% 17.1pt
４０代 スーパー 3.9% 3.8% ▲0.1pt
４０代 ホームセンター 0.9% 1.0% 0.1pt
５０代 衣服小売り 20.7% 37.7% 17.0pt
５０代 家電量販店 37.9% 51.6% 13.7pt
５０代 家具・雑貨 5.7% 19.8% 14.1pt
５０代 スーパー 2.7% 2.7% 0.0pt
５０代 ホームセンター 0.7% 0.8% 0.1pt
６０代 衣服小売り 14.9% 30.7% 15.8pt
６０代 家電量販店 32.6% 47.6% 15.0pt
６０代 家具・雑貨 4.1% 16.0% 11.9pt
６０代 スーパー 1.9% 2.3% 0.4pt
６０代 ホームセンター 0.5% 0.6% 0.0pt

７０代以上 衣服小売り 7.2% 18.9% 11.6pt
７０代以上 家電量販店 24.3% 39.7% 15.4pt
７０代以上 家具・雑貨 1.8% 10.1% 8.3pt
７０代以上 スーパー 1.4% 1.7% 0.3pt
７０代以上 ホームセンター 0.4% 0.3% ▲0.1pt

世代 業種
コロナ影響

オンラインシフト度合

オンラインチャネル割合

性別／年代別 オンラインチャネル割合・オンラインシフト度合

男
性

女
性

20代
以下

30代

40代

50代

60代

70代
以上

全
体



＜個別テーマ分析＞
コロナ禍で注目を集めた業態の消費動向

第１弾レポートをリリース以降、様々なお声やご質問をいただきました。

その中でも多数頂戴したのが、分析に用いた業種区分より一段細かい

「あの業態はどうでしたか？」という声です。報道では様々な業態が特集

され、ＳＮＳや街中での実感においても、それぞれ気になる業態があっ

たと思います。

本項では、そういった個別の業態にフォーカスをあて、コロナ禍の影響や

推移を分析します。
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個別消費動向 デリバリー（出前）サービス

◼ デリバリー（出前）サービスは、決済件数／金額ともに、前年同月比プラスで推移。４月以降は一段と大きく増加している。
◼ 日次推移でみても、３月末からGWにかけて大幅に増加しており、６月も３月の水準より高く推移している。

日次推移 2020年 3/22～6/7

デリバリー（出前）サービス

5/4
期限延長の発表

5/14
39県解除

5/21
関西3府県解除

5/25
宣言解除

決済件数／金額 前年同月比推移

※キャッシュレス普及および業態の普及影響を排除するため、１月の前年同月比の値で除算している ※月末や月初、五十日は月額サービスの請求などにより元々決済件数や金額が高い傾向にある

4/7
緊急事態宣言
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個別消費動向 食材宅配・飲食サブスク

◼ 食材宅配についても、３月以降決済件数／金額ともに前年同月比プラスで推移している。
⇒ 件数に比べ金額の伸びが大きい＝単価が向上しており、外出自粛や在宅勤務による世帯単位での内食化、食材の購入量増加が推察される。

◼ 男女別でみると、女性のほうが伸長が大きい。
⇒ 在宅増加による母親や主婦の“大変さ”が報道等でも特集されていたが、消費からもその様子がうかがえる。

※６月１週については、業種内に含まれる各サービスの支払日影響が大きいため表示なし
※キャッシュレス普及および業態の普及影響を排除するため、１月の前年同月比の値で除算している

食材宅配・飲食サブスク

決済件数／金額 前年同月比推移 男女別 前年同月比推移
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個別消費動向 エンタメサブスク（動画配信サービス）

◼ 2020年1月を100とすると、決済件数／金額ともに２月で一度下がるものの、５月に向けて増加。いずれの世代においても増加している。
◼ ２⇒５月で世代別の伸び率をみると、20代以下と70代以上が高い。

⇒全体の中で70代以上が占める割合は少ないものの、件数の伸び率で１位、金額でも２位と、高齢者層においてもエンタメサブスクが一段と進んだ
のが特徴的。

エンタメサブスク（動画配信サービス）

決済推移 2020年１月＝100

決済件数 決済金額

世代別伸び率（２⇒５月）

２月 ５月

２０代以下 27.8 32.8 18.0%

３０代 21.5 24.6 14.7%

４０代 20.3 23.5 16.0%

５０代 15.1 17.4 15.2%

６０代 8.5 9.8 16.0%

７０代以上 4.1 4.8 18.7%

２⇒５月 世代別伸び率

２月 ５月

２０代以下 20.3 24.6 21.3%

３０代 19.5 22.4 14.4%

４０代 20.7 23.7 14.5%

５０代 16.6 18.8 13.3%

６０代 9.3 10.7 15.0%

７０代以上 4.2 5.0 18.2%

２⇒５月 世代別伸び率

決済件数

決済金額
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個別消費動向 ふるさと納税

◼ 例年、ふるさと納税の動きは、課税対象期間の駆け込みで秋ごろから12月に向けて拡大する。
また、３月や５月にも山がある。 ⇒ 確定申告期限（３月）とあわせての実施、ＧＷの長期休み等が一因と思料。

◼ しかしながら、2020年は３、４、５月と昨年とは異なったトレンドを見せており、特に４月は2019年で底だったのに対し、今年は大きく増加している。
⇒コロナウィルス対策のふるさと納税に対する寄付に加え、外出自粛・在宅で納税選択の時間が確保できたなどの可能性がある。

ふるさと納税

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

2020年

2019年

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

2020年

2019年

決済件数（１月=100） 決済金額（１月=100）
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▲50%

0%

50%

100%

150%

200%

250%

2月 3月 4月 5月 6月

決済件数

決済金額

25 30 1 5 10 15 20 25 1 5 10 15 20 25 30 1 5

3月 4月 5月 6月

決済件数

7日間移動平均（件数）

25 30 1 5 10 15 20 25 1 5 10 15 20 25 30 1 5

3月 4月 5月 6月

決済金額

7日間移動平均（金額）
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個別消費動向 ソーシャルグッド消費

◼ ソーシャルグッド消費（応援消費、クラウドファンディング）は、２～３月はほぼ前年同月と同水準で推移していたが、４月以降大幅に増加した。
◼ 日次推移についても、３月末からＧＷに向けて大きく伸長し、そこからも横ばいで推移している。

⇒様々な業種（特にエンタテイメント、飲食）が苦境に立たされる中、普段利用する店舗を支援したい、また、コロナ禍で懸命に治療にあたる医療
従事者の方たちへの寄付など、「感謝」や「応援」の気持ちが、消費となってあらわれたのだろう。

※キャッシュレス普及および業態の普及影響を排除するため、１月の前年同月比の値で除算している

前年同月比推移 日次推移
ソーシャルグッド消費

5/4
期限延長の発表

5/14
39県解除

5/21
関西3府県解除

5/25
宣言解除

※月末や月初、五十日は月額サービスの請求などにより元々決済件数や金額が高い傾向にある

4/7
緊急事態宣言



Copyright © 2020 Sumitomo Mitsui Card Co., Ltd. All Rights Reserved.

本資料には、三井住友カード株式会社の営業秘密が含まれており、本資料の内容の

一部または全文を、本資料を評価する以外の目的で、使用し、または複製することは、

禁止されています。

三井住友カード株式会社による事前の書面での許可なく、本資料の内容の一部また

は全文を、複写資料も含み、貴社以外の第三者に開示し、または公開することは、禁

じられております。


